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氏子総代が各家を清める

゛（々 凛
脂
肪
♂
詐

丿
田
削
副
巾
ね

鰹沼の豊年祭

厄
湊
游
　

　　子どもたちの無病息災を願ってお菓子が配られる

　福和田鯉沼で９月12日､150年の昔から続いている

という磐裂根裂神社の豊年祭が行われました。

　全戸から氏子一人が出て、神社から氏子役員を先

頭に、御輿、太鼓、つつみなどを連ねて、１軒づつ

回り、五穀豊饒と家内安全を祈願するもので、町内

では鯉沼だけに残っている行事です。

　この一行を各家で出迎え、酒とにしめ（煮物）や

赤飯を、子どもたちにはお菓子を振る舞い、村人全

員で秋の豊作を神に祈りました。
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「
第
３
次
海
外
行
政
視
察
団
が
北
欧
を
歴
訪
」

　
毛
塚
収
入
役
を
団
長
と
す
る
第
３
次
壬
生
回
忌
外
行
政
視

察
団
2
2
名
が
、
ｏ
）
月
2
3
日
か
ら
１
０
月
２
日
ま
で
の
１
０
日
問
、

福
祉
先
進
国
デ
ン
マ
ー
フ
、
ス
ウ
Ｔ
一
ｊ
デ
ン
及
び
フ
ラ
ン
ス

を
歴
訪
、
高
福
祉
国
家
の
現
況
を
見
聞
し
、
国
原
的
な
認
識

と
理
解
を
深
め
て
き
ま
し
た
。

ストックホルム市庁舎中庭にて（スウェーデン）

デ
ン
マ
ー
ク
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・

フ
ラ
ン
ス
を
視
察
し
て

　
第
３
次
海
外
行
政
視
察
団
は
、
９

具
冒
か
ら
１
０
月
２
日
ま
で
の
1
0
日

間
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

フ
ラ
ン
ス
の
３
か
国
を
視
察
し
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　
今
回
の
視
察
の
目
的
は
、
２
１
世
紀

を
目
前
に
控
え
、
本
格
的
な
高
齢
化

社
会
の
到
来
が
身
近
な
も
の
と
な
っ

て
き
た
現
在
、
「
社
会
福
祉
」
を
と

り
ま
く
諸
施
策
の
確
立
が
社
会
的
課

題
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
福
祉
先

進
国
の
現
況
を
見
聞
し
、
国
際
的
な

理
解
と
認
識
を
深
め
、
本
町
の
福
祉

行
政
、
さ
ら
に
は
、
新
し
い
町
づ
く

W

リ
の
推
進
に
役
立
て
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
視
察
で
あ
り
ま
し
た
。

　
最
初
の
訪
問
国
、
デ
ン
マ
ー
ク
の

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
は
、
２
か
所
の

身
体
障
害
者
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
訪
れ
た
ラ
イ
オ
ン
ズ
住
宅

は
、
国
内
の
1
8
歳
か
ら
４
５
歳
ま
で
の

身
体
障
害
者
を
対
象
に
し
た

施
設
で
、
グ
ル
ー
プ
活
動
、

集
団
活
動
な
ど
を
積
極
的
に

展
開
し
つ
つ
、
各
自
の
主
体

性
を
重
視
し
た
治
療
お
よ
び

指
導
を
さ
れ
て
い
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
さ
ら
に
、
入
居
者
に
と
っ

て
は
、
家
族
と
の
接
触
は
非

常
に
意
義
が
あ
り
、
施
設
か

ら
家
族
に
対
し
情
報
の
提
供

な
ど
、
相
互
の
協
力
体
制
が

極
め
て
重
要
で
あ
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
多
く

｀W･

スウェーデンのケア(介護)ｲ寸

高齢者住宅

の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
施
設
が
あ
り
、

身
体
障
害
者
と
家
族
が
こ
作
的
に
生

活
す
る
場
所
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
次
に
訪
問
し
た
自
活
者
集
合
住
宅

は
、
身
体
障
害
者
の
自
活
を
目
的
と

し
た
集
合
住
宅
で
、
い
ず
れ
も
独
立

し
た
生
活
基
盤
が
確
立
し
て
い
ま
す
。

ライオンズ障害者集合住宅の研修風景(デンマーク)




	page1
	Copied Bookmark
	page1


